
革新的技術活用特別委員会会議記録

革新的技術活用特別委員長 毛利 正徳

１ 日 時

平成３０年６月２７日（水） 午後１時００分から

午後２時２３分まで

２ 場 所

第６委員会室

３ 出席した委員の氏名

毛利正徳、麻生栄作、森誠一、末宗秀雄、木田昇、羽野武男、小嶋秀行

戸高賢史、桑原宏史

４ 欠席した委員の氏名

吉冨英三郎

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

情報政策課 課長 安藤善之 ほか関係者

７ 出席した参考人の職・氏名

株式会社ザイナス 代表取締役社長 江藤稔明

特定非営利活動法人おおいたＷＥＢクリエイティブボックス 理事長 式地清志

理事 鶴岡英明

理事 河野忍

８ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

９ 会議の概要及び結果

（１）革新的技術を支える人材や企業の確保、育成の在り方について参考人から意見聴取を行

った。

（２）今後の調査項目について協議した。

（３）県外調査の行程を決定した。



１０ その他必要な事項

な し

１１ 担当書記

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美

政策調査課政策法務班 主幹 光延慎一

議事課委員会班 副主幹 長友玉美



革新的技術活用特別委員会 次第

日時：平成３０年６月２７日（水）１３：００～

場所：第６委員会室

１ 開 会

２ 参考人出席要求の件

３ 付託事件の調査（参考人招致）

（１）革新的技術を支える人材や企業の確保、育成の在り方について

・株式会社ザイナス

代表取締役社長 江藤 稔明 氏

・特定非営利活動法人おおいたＷＥＢクリエイティブボックス

理事長 式地 清志 氏

理 事 鶴岡 英明 氏

理 事 河野 忍 氏

４ その他

（１）今後の調査計画について

（２）県外調査について

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

毛利委員長 これより、革新的技術活用特別委

員会を開催します。

本日、革新的技術を支える人材や企業の確保、

育成の在り方について、調査を行う予定として

いますが、別紙の方を参考人としてお招きし、

意見聴取を行いたいと考えています。

それでは、参考人の出席要求についてお諮り

します。

本日の調査に係る参考人に出席を求めること

について、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

毛利委員長 御異議なしと認め、そのように決

定いたします。

それでは、参考人をお呼びしますので、しば

らくお待ちください。

〔参考人入室〕

毛利委員長 改めまして、皆さんこんにちは。

まず、私から御挨拶を申し上げます。

大分県議会革新的技術活用特別委員会委員長

の毛利でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。

本日は、革新的技術を支える人材や企業の確

保、育成の在り方について、現在ＩＴ業界で御

活躍されております皆さまを参考人としてお迎

えし、御意見を伺うことにいたしました。

皆さまには大変お忙しい中、本委員会に御出

席を賜り、誠にありがとうございます。委員会

を代表して厚くお礼を申し上げます。本日は最

後までどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、委員の自己紹介をしたいと思いま

すので、よろしくお願いします。

〔委員自己紹介〕

毛利委員長 それでは、株式会社ザイナス、江

藤社長の自己紹介をお願いしたいと思います。

江藤参考人 株式会社ザイナスの江藤です。出

身は杵築市山香町です。昭和３７年生まれ、現

在５６歳です。よろしくお願いします。

毛利委員長 続いて、おおいたＷＥＢクリエイ

ティブボックスの皆さま、自己紹介をお願いし

たいと思います。

式地参考人 株式会社ａｓｈｉｇａｒｕの式地

と申します。よろしくお願いいたします。

鶴岡参考人 イジゲン株式会社の鶴岡と申しま

す。祖母の実家は湯布院塚原です。よろしくお

願いします。

河野参考人 株式会社モアモストと株式会社ペ

ットリボンの２社を経営しております。母の実

家は姫島で、父の実家が豊後高田になります。

私は大分市出身です。どうぞよろしくお願いし

ます。

毛利委員長 ありがとうございます。

また、本日は商工労働部の情報政策課、安藤

情報政策課長をはじめ幹部の方が同席をしてお

りますので、よろしくお願いいたします。

それでは、本日の流れですが、まず、皆さま

から順番に御説明を伺った後に、質疑、意見交

換をしたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。

では早速、株式会社ザイナス様、よろしくお

願いします。

江藤参考人 株式会社ザイナスの江藤です。よ

ろしくお願いいたします。

最初に、会社の概要を少しだけ紹介させてい

ただこうと思います。

会社概要ですが、設立は２０００年５月、現

在、社員数が１６０名。

主要取引先としましては、関東のＩＴ、エス

アイアー（ＳＩｅｒ）さん関係ですとか、それ

から九州、大分では、県内の主要・中堅企業さ

んと取引をさせていただいております。取引社

数としては、多分２００社以上あると思います。

事務所ですが、大分本社はホルトホール横の

コレジオ大分にございます。東京本社は浜松町、

それからもう一つ、この６月に１社企業買収し

たんですが、新宿の隣の初台に事務所がござい

ます。福岡は、博多駅の筑紫口のそばに一つ事
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務所がございます。

資料の６ページ、ザイナスの取組ですが、企

画からシステム運用まで、コンピューターシス

テムに関わることであれば、最初から最後まで

面倒を見させてもらっております。特に最近は、

ＩｏＴですとか、ＡＩですとか、セキュリティ

とか、そういった分野での仕事もしております。

それから９ページ、開発実績ですが、主には

業務系のシステムを開発しております。製造業

ですとか卸売、金融、電力、小売、医療、サー

ビス、官公庁、全域にわたってシステム開発を

しております。

それから１０ページ、スマホアプリの開発。

１１ページは、ウエブシステムの開発です。

味の素さんやメルシャン、三菱地所、森永製菓、

三越伊勢丹など、大手さんのウエブの開発をし

ております。

それから、１３ページはＩｏＴですね。スマ

ートファクトリーということで、県内中堅工場

のＩｏＴ関係を積極的に提案して、開発を進め

ているところでございます。

あと１５ページですが、システムエンジニア

リングサービスと言いまして、これは派遣の事

業になります。システムエンジニアですとかプ

ログラマーを企業さんに派遣しているものです。

簡単ではありますが、会社としてはこんな感

じでさせてもらっております。

今日の本題ですけども、革新的技術を支える

人材や企業の確保、育成の在り方ということで

ペーパーを作ってまいりました。最近の革新的

技術というところで一つおさらいをしておきた

いなと思いますが、今日のテーマにもなってお

りますがＩｏＴ、これはもう皆さん御存じとは

思いますが、いろいろなものがインターネット

に接続されて、その制御とか、データ収集とい

うものを行う、そういうシステムになります。

インターネットに接続というところが新しいと

ころで、従来から工場等では、メインコンピュ

ーターと現場の機械をネットワークでつないで

制御するということは十分行っていたわけです

けども、最近はインターネットを使って遠隔地

のものを制御したりデータ収集したり、あるい

は家電とかいったもの等を制御するということ

が行われるようになってきております。これは

一つは、低価格で大量にセンサーが普及されて

きたということで、こういうものが実現される

ようになってきております。

それからＡＩ、これは問題解決手法の一つで

す。ルールとか、定義が難しい課題の解決に適

応できるものであります。機械学習とかディー

プラーニングという言葉を聞かれたことがある

かと思いますが、少し説明しますと、よく話に

あるのは猫と犬なんですけども、猫と犬の写真

を、従来の手続型によるプログラミングでコン

ピューターにそれを見分けさせるのはなかなか

難しいんですね。多分、言葉で説明しても説明

できないと思います。猫はひげが４本で犬が３

本と、そういう分かりやすいものがあればでき

るんですけれども、目が二つで耳があって、毛

があって、口があって、鼻があってというよう

なことをコンピューターにプログラミングする

というのはなかなかできないんですが、人間の

頭の発達と同じように、０歳児にお母さんが絵

本を見せながら、わんわんとか、にゃんにゃん

とかいうようなことで教えていくと、だんだん

子どもが覚えていくんですよね。最初のうちは

多分、猫を見てもわんわんと言うんだと思うん

ですが、だんだんと覚えて、２歳ぐらいになる

と、はっきりと犬と猫の区別が付くようになる

のと同じように、コンピューターに猫の写真を

いっぱい見せて、犬の写真をいっぱい読み込ま

せて、そうするとだんだんコンピューターの中

にニューロンというものが形成されてきて、判

断できるようになってくる。それがこのＡＩと

いう手法になります。

それからドローンですね。これは無人航空機

です。これははっきり言ってただの道具ですの

で、どういう分野で利用価値があるかというと

ころを考える必要があると、そういった代物に

なります。

次のページに、ざくっと私なりに概念みたい

なものを絵で表しておりますが、一つ、手段と

目的、道具とサービスを上下に分けて、それか

らハードとソフトを左右に分けると、今言われ
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ているＩｏＴというのはコンピューターシステ

ムというものとニアリーイコールのような位置

付けになります。

ドローンはこの左下ですね。ハードであり、

手段であり、道具であるというものですね。

ＡＩも手段に該当するものなんですが、ソフ

ト寄りの手段と位置付けできると思われます。

それで、今日の本題であります革新的技術を

支える人材ということで、これはあくまでも情

報通信業界での人材になりますが、三つのカテ

ゴリーに分けることができます。

一つは、情報技術に関する常識を持ち合わせ、

客先依頼業務への適切な判断・対応が可能な人

材。プログラマーとか、初級、中級ＳＥと呼ば

れる人たちがこの部類になります。

カテゴリー２は、情報技術に関する知識・技

術を理解し、適切な技術によるソリューション

の検討・提案が可能な人材です。上級ＳＥと呼

ばれる人たちです。

カテゴリー３ですが、最新技術、ビッグデー

タ、ＩｏＴ、ブロックチェーン、暗号認証、こ

ういったものの斬新な応用に関する状況をよく

理解し、新たなビジネスチャンスを補足できる、

又はビジネスを生み出せる人材です。この三つ

に大きく分けることができます。

そこで、本当に必要な人材というのはどうい

う人かというと、このカテゴリー１とかカテゴ

リー２の人材については、技術とか知識を教育

することで確保することができます。そう簡単

にはいかないんですけども、それなりに教育し

ていくと、だんだんそういう人材を増やしてい

くことができます。ただ、新技術をビジネスに

展開できるカテゴリー３人材、こういう人たち

をどうやって育てたらいいんだろうかというこ

とを常に悩んでいるところであります。今ここ

に「０→１人材」と「１→１０人材」と書いて

いますが、いわゆる「０→１人材」、何もない

ところから新しいものを生み出す、こういった

人材が一番必要な人材になります。この大分県

でも「０→１人材」というのは、特にＩＴにお

いては、多分数えるぐらいの人しかいないと思

います。こういう人を発掘するか、あるいは何

らかの方法で育てていくかということが大事だ

と思います。

モンテッソーリ教育とか薩摩藩の郷中教育、

こういうものが、自由で多様性のある子どもを

育てることができると言われております。少し

年上の６歳が３歳を教えるとか、９歳が７歳を

教えるとか、そういう上下の関係を作ることで、

相互に想像力が鍛えられると言われております。

将棋の藤井聡太７段も、幼少期にモンテッソー

リ教育を受けた人物であります。

日本の紋切り型教育では、出る杭は打たれる

と、仲間外れにされるということで、脳の成長

因子が阻害されるんですね。画一的な教育を受

けてくると、良くできる人は、普通の人たちか

ら阻害され、仲間外れにされるということで、

なるだけその枠の中にいようとする気持ちが働

いて、そういう自由な発想の人たちが余り育っ

ていかないという問題があると思います。

小学校１年から３年とか、４年から６年とか

いうところを混在させたクラス編成みたいなも

のも試す価値があるんじゃなかろうかと思って

います。

それで、ザイナスの取組です。

その一つは、今こういうことを踏まえて、最

先端技術を持つ国内外のパートナーと、パート

ナーシップの強化を図っております。特に、ド

イツでインダストリー４．０を主体的に先導し

ているＳＡＰ社とパートナーシップを結んで、

スマートファクトリーを中心としたＩｏＴの導

入と社内システムの最適化を推進しているとこ

ろです。これにより、少子高齢、生産人口の減

少に対応でき得る強い大分の企業を作れるよう

にデジタル化支援を行っております。

また、大分県の防災減災に関わるプラットホ

ーム開発の実証実験を、産学官で取り組み始め

ています。大分大学に防災減災センターができ

ましたけど、大分大学さんと、我が社と、さき

ほどのＳＡＰ社の３者で、そういったプラット

ホームづくりを今やっているところであります。

数年前から災害で苦しんでいる大分県として、

防災減災のノウハウを国内だけでなく、アジア、

海外に展開し、「防災先進県おおいた」を作っ
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ていきたいと考えております。

それからもう一つは、今度は人材の方ですけ

ども、取組として、大分県出身の高校生が都市

部の大学へ進学してそのまま帰ってこないとい

う課題があります。これは、働く場、才能を生

かす場が大分県に乏しいということが原因だと

思います。

そこで、我が社では、こういった人材を東京

で採用して、東京で一定期間活躍をさせて大分

に帰郷させるというような取組を始めました。

そのために、この秋から東京の事務所、今二つ

事務所が分かれているんですけども、浜松町駅

そばに一つ大きな事務所がありまして、そちら

で大分ゆかりの人材を採用するということを進

めていこうと思っています。結婚して、奥さん

も一緒に連れて帰ると人口減少対策にもなるん

だろうなと思います。

最後になりますが、県政へのお願いというこ

とで、一つは「０→１人材」と企業のマッチン

グを進めるような取組を提案したいと思ってい

ます。

他県とか他国と競争するよりは、面白いこと

ができる県にすると。このためには、生産者と

か事業者と、この「０→１人材」をマッチング

する必要があります。マッチングというよりも、

ぶつけ合わせるということが必要だと思います。

これまでの取組としては、知見のあるシステ

ムエンジニアが企業の課題解決をするというこ

とで、コンサル的な役割をしております。今で

もやっておりますが、そこからは企業のシステ

ム化は進むんですけども、ビジネスが生まれる

ようなことはなかなか起こりにくいです。ぜひ、

その「０→１人材」、我こそ「０→１人材」だ

という人を集めていただいて、いろんな課題を

持った企業とぶつけ合うことで、新しい商品や

サービス、ビジネスが生まれるのではないかと

思います。

もう一つは、東京での郷土愛ですね。大分に

ビジネスを生むということで、これは、今私が

東京でやっていることもそうなんですけども、

県とか市町村の東京事務所、それから、民間企

業の東京事務所、それから、大分出身の東京の

大学生の大学寮、こういったものを一つに、１

か所に集めるというようなことも面白いんじゃ

ないかと思っています。

企業の採用等もそこで行われることでしょう

し、大分の課題みたいなものを皆さんで議論し

て、こういったものがいいと。また、東京とか

海外の新しい発想を取り込んで、大分に逆輸入

するというようなことも図れると思いますので、

こういうこともぜひお考えいただけるとうれし

いなと思っております。

毛利委員長 ありがとうございました。

続いて、おおいたＷＥＢクリエイティブボッ

クス様、お願いします。

河野参考人 おおいたＷＥＢクリエイティブボ

ックスの活動内容についてですが、おおいたク

リエイティブアカデミーの資料がお手元にあり

ますが、よかったら前のスクリーンを見てくだ

さい。

最初に、どういったメンバーがいるのという

のがあると思うので、私とここにいる皆さんの

簡単な説明をします。

私自身は、１９８６年に大分に生まれて、今

３２歳です。株式会社モアモストとペットリボ

ンと、あと、個人的にダボス会議の選出するグ

ローバルシェイパーズのメンバーでもあります。

そして、ＮＰＯ法人おおいたＷＥＢクリエイテ

ィブボックスの理事と、あと個人的には、オオ

イタ移住計画というコミュニティーの運営をし

ております。

インターネットに触れ出してから今年で２０

年近くになり、ＩＴ系の仕事として取り組み出

して１４年、そして、ＩＴ系で会社を興して今

年で７年目に入りました。

会社は、大分市中央町の商店街の中のビルの

４階にあります。現在１３名、アルバイトを含

むメンバーでやっております。ほとんどが未経

験者からこの業界に入っていまして、タイピン

グの練習とかからスタートしたようなメンバー

がほとんどですが、現在はプログラマーとして

活躍しております。高校生とかも２人ぐらい今

受入れをしています。

業務内容としましては、システム開発の中で
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もウエブ系がメインになっています。イメージ

をするのはホームページとかなんですけれども、

ホームページの裏側を作ることが多いです。通

販サイトであったりとか、業務連携システムで

あっても、今はＷｉ－Ｆｉさえあれば特別な機

器を入れなくてもｉＰｈｏｎｅからでも業務管

理というのはできますので、こういったところ

の開発を企業様の御要望に合わせて作っていま

す。

大分県がおんせん県おおいたというのを掲げ

ていますが、個人的には、ＩＴ県おおいたと言

われるようになりたいなと思って活動していま

す。

私の会社は１３名いるんですけれども、半分

が基本的に在宅勤務をしていまして、私を含む

３名には子どもがいるんですけれども、３名の

うち２名が男性社員で、子どもが病気になった

ときなどは、奥さんじゃなくてその２人が迎え

に行ったりとか夜御飯を作るというような感じ

で、今ちょっとブームのように言われているい

わゆる働き方改革というところを地でいってい

るのかなと思います。

クライアントは、関東圏が９割ですね。あと

は、大分のクライアントさんも最近ちょこちょ

こ出てくるようになりまして、大体１００万円

から２００万円ぐらいの開発費で、１か月当た

り１人分の人件費が浮くようになったので、次

の事業に投資ができるようになったというよう

なクライアントさんもいらっしゃいます。

そういったメニューと、働き方というのをど

んどん変えていくというのが自分たちの中のテ

ーマかなと思います。

鶴岡参考人 では改めまして、イジゲン株式会

社の鶴岡と申します。よろしくお願いいたしま

す。

設立は２０１３年１１月で、今５期目の会社

となります。取締役、監査役を入れて今４名、

執行役員が２人で、あと、顧問として東京であ

る程度活躍されている方を中心に４名在籍して

いただいてます。

資本金が、準備金を入れて１億４５０万円で、

僕たち株式上場を目指していますので、いろん

な方から出資していただいて、大分県ですとザ

イナス様や、モバイルクリエイト様、大分ベン

チャーキャピタル様に御出資いただいて上場を

目指している会社です。

主な事業内容としましては、金融系で、さき

ほど江藤社長の資料にもあったんですが、ブロ

ックチェーンという技術が出てきたことによっ

て、今まで、例えば銀行でしかできなかったこ

とが民間でも少しずつできるようになってきて

いて、そういったものとＩＴを絡めたものをフ

ィンティックというんですけれども、そういう

フィンティックのシステム開発ですとか、あと

はお客様からお仕事をいただいて、ウエブです

とかスマートフォンアプリの開発などを主な事

業としています。

大分県ビジネスプラングランプリの最優秀賞

を第１２回にいただいております。グローバル

では、グループ企業をベトナムのホーチミンに、

イジゲンボイジャーという子会社があります。

本社の所在地は、ザイナスさんと同じで、コレ

ジオ大分の４階にあります。あとは、東京の渋

谷と福岡の天神にオフィスを置いております。

主な取引先様なんですが、ここは多種多様で、

大分県さんともお仕事をしていまして、今です

と、ラグビーワールドカップのアプリやウエブ

サイトの開発を行っているところです。

その次がチームメンバーで、グローバルと、

私たちのスタッフと、あとパートナー様を入れ

て、合計２９名で動いています。

河野参考人 あと、他にも何社か一緒にしてい

るんですけれども、説明に入りたいと思います。

おおいたＷＥＢクリエイティブボックスは、

２０１７年６月２７日に設立し、四、五社でス

タートしています。

せっかくエントリーしていただいても、能力

がちょっと足りていない部分があってなかなか

採用ができない。もう少し勉強してもらえたら

採用できるのになという子たちがいます。

あと、既存の学校では、どうしても学ぶ範囲

が広過ぎて、ウエブ業界に絞ると、どうしても

専門的な部分が強過ぎて実務レベルになかなか

届いていないというところがあったので、同じ
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ように課題を抱えていたＩＴ系の会社の皆さん

で、大分県の支援の下、ＩＴ人材の育成をして

いこうという、ＷＥＢクリエイティブボックス

を設立いたしました。

ウエブサイトにも載ってはいるんですけれど

も、おおいたクリエイティブアカデミーは、大

分県下のウエブ関連の事業をしている会社が中

心となり、大分県のＩＴ産業の発展のためにプ

ロフェッショナルな人材を育成し、地域に人材

を輩出していくことを目的とした、学校とは違

った私塾になります。半年間で大体１０万円ぐ

らいで、割と横と並べると格安ではないかと思

います。

学校などの教育機関とは違って、県下の企業

が利害関係の垣根を超えてＩＴ人材教育にコミ

ットするということからできる、マニュアル教

育ではなく、現場で実際に使われている技術を

学んでいただく、超実践型の教育を実施して、

短期間で活躍できる人材の育成を目指していま

す。

四つほど掲げているんですけれども、いつで

も勉強できる環境を準備しています。「コラ

ボ」というコワーキングスペースがあるんです

が、こちらを無料開放していまして、ラウンジ

の中では、自習するために動画教材であったり

とか、その中にフォトショップ、イラストレー

タ、コーディングの知識を身に付けるための映

像教材などをフリーで利用ができるようにして

います。

県下のトップレベルのＩＴ企業内のトップク

リエイターさんを１名から２名ぐらいお借りし

て、その人たちが現場で使っている技術をカリ

キュラムとして組み込んで、あとは卒業製作で

作り上げていくということをしています。

また、協賛企業さんがいくつかありますので、

インターンシップを行って、現場体験をするこ

とも可能となっております。

また、狭い世界で勉強しても仕方がないのか

なと思うので、関東や福岡などの県外の有名企

業さんを大分に招いて、最新技術についてであ

ったり、取組の内容というのを、交流会を含め

て月に１回程度開催しております。協賛企業さ

んや会員さんを含めて、今現在１３社、こちら

にいらっしゃるザイナスさんやモバイルクリエ

イトさんにも関わっていただいております。

第１期の事業内容なんですが、２９年９月１

日から３０年３月１６日まで、毎週火曜日と木

曜日の１８時半から２０時の計４６回の講義を

しております。

講義内容は、お手元の資料を見ていただくと

詳しく分かるのかなと思うんですけれども、イ

ンターネット業界の歴史というところからスタ

ートして、企画書の作り方であったり、ウエブ

デザインの実践、イラストレーターやフォトシ

ョップの使い方というところをさらっとして、

コーディング、そしてソースコードの管理。そ

の後は、模擬クライアントを立てて、実際にお

客様からヒアリングをしてホームページを作っ

ていくというところまでを行っています。

１月、２月には、インターンシップの実施と、

あと、県外企業の訪問であったりとかというの

を行っていました。

この写真は、入校式の様子と、コラボで行っ

ている授業の様子です。皆さんパソコン１台あ

ればできるので、パソコンに向かっているとい

う感じですね。

課題実習では、模擬クライアントの下で作っ

ているんですけど、最初に上がったときは本当

に大丈夫かなというところだったんですけれど

も、１か月から２か月みっちりとリテイクに取

り組んだ結果、一通りウエブサイトが作れるん

じゃないのかなというところまで成長すること

ができました。

県内・県外企業の訪問では、福岡では、大名

小学校を改修したＦｕｋｕｏｋａ Ｇｒｏｗｔ

ｈ Ｎｅｘｔさんの訪問であったりとか、今、

九州の中でも、デザイン業界ではかなり有名な

ディーゼロさんに訪問したり、グルーヴノーツ

さんという小学生向けにＩｏＴに触れてもらう

という授業をやっている会社さんを訪問いたし

ました。

交流会も１か月に１回ぐらい行い、一緒に励

まし合って、交流を深めてまいりました。

インターン実習では、各社が課題を出してい
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て、うちの会社では、実際にクライアントに提

出しているもの、既に提出したものと同等程度

のものを作ってもらうという実践に即したイン

ターンシップをしていただいています。

アンケートの御紹介ですけれども、タイピン

グもできないというところからスタートした人

たちが割といたんですけれども、ウエブ制作と

いうのが体系的に学べたであったりとか、家で

はなかなか解決しなかったことが、講師に直接

聞くことができるということで、どんどん解決

できるようになったと御意見をいただいていま

す。

クリエイティブボックスのクリエイティブア

カデミーでは、技術を身に付けてもらうところ

がゴールではなくて、自分自身で始めてもらう

のもいいと思うんですが、しっかりと就職をし

てもらうというところが一番の目標なので、実

際に十数名いる中で３名ほどが就職に結びつい

ていまして、２名ほどはスキルアップというと

ころで実績を出しています。

彼女はもともと産婦人科の看護師さんだった

んですけれども、パソコン未経験からスタート

をして、現在、ａｓｈｉｇａｒｕさんで働いて

います。

彼女はもともと自分で独学ではしていたんで

すけれども、どうしても実践に即したことがで

きないということでＯＣＡを選んでいただいて、

現在はａｓｈｉｇａｒｕさんでアルバイトとし

て雇用されています。

彼女は弊社のスタッフだったんですけれども、

もともとはウエディングプランナーだったんで

すが、ｈｔｍｌとかｃｓｓという部分はできて

いたのですけれども、実際のお客様に対して、

企画であったり提案であったりというようなと

ころがなかなかできていなかったので、それが

できるようになったということでスキルアップ

につながったかなと思っています。

第２期も今既にスタートしていまして、４月

６日から来年の３月まで。１期目では、もうち

ょっとグラフィック寄りの講義が多かったんで

すけれども、２期目では、ジャバスクリプトと

いう言語を採用していまして、このジャバスク

リプトの言語自体が、関東圏でも今人材がとて

も足りていないと言われています。年収ベース

もかなり高い方になるので、ここを磨いていっ

てほしいなということで開催をしております。

２期の様子も、１期と余り変わらないんです

けれども、こんな感じで授業を行っています。

以上ですが、まだまだ課題も多くありまして、

講師がちょっと足りていないというところと、

あとは、広告を出してみたところ、割と高確率

で申込みがあったんですね。ということは、広

報がまだまだできていないんじゃないかなと思

っています。

私自身も、オオイタ移住計画というのを通し

て、大分県はＩＴ人材がいないというよりは、

私は関東にいたことがあるんですけれども、関

東から見ると、大分県にはＩＴの仕事がないと

いうイメージがすごく強くあるんですね。なの

で、ここは広報のやり方の見直しが必要なんじ

ゃないのかなと個人的には思っています。

この活動を通しまして、未経験者から就職希

望のあった人は１００％就職できています。ま

た、最初は４社から始まったんですけれども、

だんだんとこの活動に賛同をいただいている企

業様からは、協賛の申し入れであったりとか、

会員になっていただいてきているので、今まで

は個々の会社でやっていたと思うんですけれど

も、横つながりがどんどん強固になってきたの

ではないかなと思います。

毛利委員長 ありがとうございました。

それでは、これより質疑・意見交換に入りた

いと思います。

木田委員 ザイナスさんから説明のあった大分

ハウスの発想を、もうちょっと詳しくお聞かせ

ください。

これは、私も議会で１回質問をさせていただ

いたことがあって、東京の市ヶ谷の近くに、こ

れと似たビルを、宮崎県さんが持っていらっし

ゃる。学生寮と、東京事務所さんの職員住宅と、

県人会と、あとサテライトオフィスで宮崎の企

業に貸し出しているビルが市ヶ谷の南北線の駅

近くにありまして。この大分ハウスと、このＩ

Ｔを結びつけると、どんな展開が考えられるか。
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江藤参考人 一つは、人材採用なんですけども、

我々のような小さい会社が東京で事務所を借り

るとなると、しょぼいところしか借りれないん

ですよね。そういうところに、東京の優秀な人

材が入社するかというと、ちょっと抵抗がある

と思うんです。今の若い人たちは、格好いいと

ころで仕事したいというのがあるので。そうで

あれば、みんなで家賃を分担して、ちょっと大

きな、汐留かどこか立派なところに大きく借り

て、そこに民間の企業さんが東京の事務所を細

切れで分け合って、家賃を負担して、そこで人

材採用して、ゆくゆくは大分に帰ってきていた

だくというようなところをやりたいのと、もう

一つは、そこに行政の事務所も一緒にあった方

が、いろんな広報活動ですとかそういったこと

もできるでしょうし、大分にゆかりのある人た

ちが集まるでしょうし、そういうことを考えて

おります。

それと、大学寮というのは、やはり今から就

職する人たちの企業とかのマッチングが、やっ

ぱり近くにいた方が行きやすいと思いますので。

何ならそこでアルバイトしてもらってもいいと

思いますし、早い段階から優秀な人材をつかま

えるというようなことができるんじゃなかろう

かなという発想であります。

麻生委員 特別委員会の名称が革新的技術活用

ということですが、私は全く保守的なので、非

常にここにいること自体がおかしいのかなと思

ってますが。要は、革新的技術、新しいものを

いかに日常に活用するかという、例えばＩＴと

かＡＩとかいうだけで、分かんない人は分かん

ないと。女性活躍社会だって、さきほどの事例

の紹介もありましたけど、例えば、そこに就職

しようかというような、ごく普通のお嬢さんが

入ってきて活躍できると。特に、女性の場合は

自己肯定感とか、大分の場合は特別低い傾向が

あるんだけど、ちょっと後押しをしてあげれば

一気に、私なんてと言っていた人がばりばり活

躍しているという現実もあります。そういう後

押しを行政としてどうしてあげるか。そのため

には、シンプルに見える化、この業界はどんな

業界ですよとか、あなた方のこういった仕事、

地域の課題がありますよ。これについてこう解

決する中にＩＴがあるんですよというような部

分で、例えばフェイスブックとか、ツイッター

とか、いろんな最新の部分とかアプリを含めて

やっていく。シンプルに見える化を伝えていく

というカスタマーとクライアントを集めて、し

っかり動かして結びつけていくということをや

っていって、リボンモデルをしっかり作ってい

けば、一気に大分のＰＲもできるし、集客もで

きるし、観光誘客もできるとかいろんな可能性

がありますよね。多分後で農業に関して、もっ

とこんなのできるのかというような話も出ると

思いますけど、そういう課題がいっぱいあるわ

けですよね。だからそういう部分において、い

ろんなヒントをいただいたんですけど、要は、

大体我々政治家というのはうそばっかり言うん

だけど、データはうそをつかない。官が持って

いるデータと民が持っているデータ、これをい

かにデータベースで利活用していくかというの

が、正しくこの業界にとっての一番重要なこと

になってくるだろうと思うんですね。だからそ

ういう意味で、官民データの利活用推進計画と

いうのが大分県には今までなかったんだけど、

今年度しっかり策定するということになってい

ます。鯖江の鯖江モデル、福野さんでしたっけ、

１年に３６６の鯖江にとって地域に貢献するよ

うなアプリを１日１個作るということで、たま

たまうるう年に３６６個作った人がいますよね、

業界で有名な、福野さんという鯖江のベンチャ

ー企業の社長さん。だから、そういったことを

ぜひ皆さんに頑張ってやってほしいなというこ

とで、例えばラグビーワールドカップのときに

キャッシュレス化等々の話がある中で、さきほ

どの金融とテクノロジーを結びつけてやると。

キャッシュレスというと、いろんなシステムを

導入しないとできないと飲食店の皆さんは思っ

ているんだけど、シンプルにできるような方法

とかを考えてくれると、これは使えるなという

ようなことにもなるでしょうし、それは大分発

で日本全国に、あるいは世界にも使ってもらえ

るようなシステムが開発できたらいいなとか、

いろんな夢はいっぱいあるんです。そういう観
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点から、官民データの利活用推進計画について

の皆さん方の御立場から、現実はどうだとか、

もっとこういった部分をやってほしいとか、ど

ういった形で策定してほしいというのがもしあ

れば、それについてお聞かせいただきたいとい

うことが１点。

それと、さきほど東京のシェアオフィスとい

う話がありましたけど、県の東京事務所の職員

さんは３ＬＤＫとかの結構いいところに住んで

いるんだけど、昼間は全然使っていないよね。

だから、そういったのもうまく活用しながら、

いい方法とかアイデアとかあるんじゃないかな

と。３ＬＤＫの立派なところが何戸かあるんだ

けど、使い方、皆さんがアイデアを出して、県

庁の職員さんも東京事務所の職員もオーケーと

言えば、そういう使い方も出てくるのかなとい

うような思いもあるんですけど、何かそういっ

た視点での意見とかあれば。今日はざっくばら

んな意見交換ということで、聞きたいなと思い

ます。

江藤参考人 一つは、女性活躍の部分でさきほ

ど言われていますけれども、パソコン１台あれ

ば、ある意味どこででも仕事ができるんですね。

それから、特に女性は出産前とか、それから育

児中とか家ででも仕事ができるわけですけど、

あるいは旦那さんの転勤で、わざわざ身に付け

た能力が、会社を辞めてしまってロスが発生し

ているということもあります。こういったとこ

ろで、やっぱりＩＴというのは日本中どこにい

ても、世界中どこにいても仕事ができますので、

そういう意味で、女性活躍という部分について

は物すごく意味があると思っております。

それから、官民データについては、例えばど

のようなものでしょうか。

麻生委員 行政が持っている、例えば内閣府が

最近、地域課題の経済分析システム、ＲＥＳＡ

Ｓ（リーサス）というのを活用して、従来の統

計データも全部それに含めて、それを活用して

地域の課題解決のアイデアを募集するというア

イデアコンテストとか、アプリコンテストをや

っているんですよね。だから、そういったもの

に対して、大分県から応募ゼロというか、ほと

んどないんですよ。今やっと出前講座なんかで

募集している。もう２年か３年になるんだけど

ゼロという状況で、そこについて少し参加して

ほしいなと。

江藤参考人 こういうデータを活用すればこう

いうところに利用できるというような発想です

ね。持ったことがないというか、考えたことが

ないというのが正直なところです。逆に我々の

方は、どっちかというと課題が先にあって、そ

の課題解決するためにこんなことをしますよと

いう方向なんですよね。だから、そういうシー

ズ、データみたいなものを基にこういった、こ

のデータを使ったら世の中こんなふうに変えら

れるんじゃなかろうかみたいなことを考える機

会があんまり今までなかったんですけど、ぜひ

そういうものを見せていただければと思います。

麻生委員 行政が持っているデータというのは

古いとか使えないとかいうことをよく言われる

んですけど、各種統計調査とか、結構金をかけ

てやっているんですよね、観光にしても何にし

ても。だから、それを使えるようにするには、

行政が統計収集する段階からもっとこうしてほ

しいというようなアイデアが多分たくさんある

と思うんですよね。そういうようなやつをもっ

と生かしていければいいかなと思っています。

河野参考人 行政さんの持っているデータを利

活用できないかというのを、行政さんから相談

を受けたことがあるんですけれども、行政さん

の持っているデータは、エクセルだったりＣＳ

Ｖであったりとか、いわゆるシステムとして流

用可能なデータではないと言われています。な

ので、そのデータを取る段階からシステムをし

っかりと設計して、流用可能なデータにするこ

と。総務省はしっかりと、こういうふうに作っ

てくださいというのをガイドラインを出してい

るので、そのとおりに作っていくということが

大事なんじゃないのかなと思っています。

また、そのデータというのは市町村レベルで

管理されているので、フォーマットがそれぞれ

ばらばらしている。入力する人たちのＩＴレベ

ルが正直ちょっと低いというのもあって、それ

に対して入力ができないという課題があるんじ
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ゃないのかなと思っているので、こちらを解決

するとだいぶ進むんじゃないのかなと私は思っ

ています。

あと、最初のお話でいうと、やっぱりＩＴに

関しては教育をどのようにするかがすごく重要

になってくるんですけれども、私としては技術

者だけ育てればいいとは思っていません。女性

であっても、時間があったとしても、実際パソ

コンすら使えないという方って大変多く見受け

られるので、最新技術といってもそんなに難し

いものが大量にあるわけではないし、一般事務

職であったとしても、もっともっと便利になる

システムというのは本当にたくさんあって、当

たり前に使える、しかも無料で使えるものとい

うのはあるので、そういう方向けの教育という

のはやっていってもいいんじゃないのかなと個

人的には思っています。

鶴岡参考人 データの活用に関しては、２人が

言ったみたいにビジネス的に必要かどうかとい

うと今のところ必要じゃないので、それを活用

して何かを生み出そうというときに何も思い付

かないというのと、あと、河野社長が言ったよ

うに、データのフォーマットは統一してほしい

です。使い道があるとすれば、僕らがプレゼン

でこういう資料を作っていろんな方にやるんで

すけれども、そういうときに、その数字の裏付

けとして、例えばそういうグラフとかが自治体

様から提供されていたりするとそれを引用して、

僕らは簡単にそれを使ってプレゼンして、資金

調達してみたいな流れができたりするかもしれ

ないので、そういうデータを何らかの形で、そ

のまま公開するのではなく、図説とかグラフに

した上で、システムからダウンロードできるみ

たいな流れがあるといいのかなと思いました。

あと、シェアオフィスの活用については、や

っぱり自治体じゃなくて民間が主体でやらない

といけないと思っていて、それを何かしらで後

押ししていただけるような策をしてほしいとい

うのがあります。やっぱり何よりもさっき江藤

社長がおっしゃったように、「０→１人材」の

人材を増やさないといけないと思っていて、こ

れまでの人類の成長などを見る限り、リスクを

取らないと経済的に拡大していかない傾向にあ

ると思うんですが、大分県で見てみると、１０

代や２０代の子は、リスクを取れるような人材

がそもそもそんなにいないというのがあって、

ただ、今の県の動き、スタートアップを増やそ

うとする動きはすごくあって、そういう子たち

にリストを取れ取れと、直接的じゃなくて間接

的に言っていることになると思うんですけど、

だったら、自治体さんとか周りの大人たちがも

っとリスクを取れるようになってもらわないと、

そもそも若い子はリスクなんて取らなくて、な

おさら起業もしないので、そういうもっと大枠

での流れが作れるといいかな。それで、それが

東京まで波及して、採用までの一連の流れにつ

ながったりとかができるのかなと、毎日考えて

おります。

麻生委員 １点いいですか。東京のシェアハウ

スなんですけど、大分がもしそういうシェアハ

ウスを後押しする、民間でやってもらうにして

も、どういった立地というか、今話題のスポッ

トとか、皆さんが注目しているエリアとかスポ

ットとか、この辺にあったらいいよねみたいな、

あるいはもうちょっと先読みしたらどの辺がい

いよねとか、何かそういう情報があったら教え

てほしいな。

江藤参考人 今、私は東京の浜松町と初台に事

務所があるんです。でも、大分から行くと、初

台までいくのが面倒くさくて、それだけで気持

ちが萎えてしまうというのがあるんです。やっ

ぱりアクセスのいいところですね。品川か、浜

松町か、その辺りだと思います。

河野参考人 私たちは、渋谷、六本木、あと五

反田が今熱いかなと思っているので。五反田が

だいぶ伸びているので。

六本木と言ったのは、アワバー（ａｗａｂａ

ｒ）というのがあるんですけれども、ここのア

ワバーは、さくらインターネットで今フェロー

をされている小笠原治さんという方がオーナー

をしていまして、重役がいっぱい来るんですよ。

ＤＭＭの亀山会長とかは金曜日の２４時からは

必ずいますし。そうすると、お金が集まってく

る所には、やっぱり起業家というのが集まって
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くるんですよね。学生さんもいっぱい集まって

くる。私自身も、正直、オープンのプレプレオ

ープンから３か月間毎日通っていたんですけれ

ども、上場を２回経験されている社長さんであ

ったり、かと思えば、あなたが起業できるのみ

たいな人もやっぱりいるんですよね。そういう

人を見ると、何か私にもできそうだなと正直思

ったのも事実で、そういう場所を私はメンター

というふうに言っているんですけれども、大分

はメンターが正直いないと思っていて、なので、

メンターがいる六本木というのはすごくいいの

かなとは思っています。ただ、最近のトレンド

だけでいくと、五反田が今熱いかなという感じ

がします。

鶴岡参考人 一緒です。うちも渋谷にオフィス

があるので、渋谷も羽田からバスで３０分ぐら

いでいけるので、いいのはいいですけど。

末宗委員 僕はＩＴなんか全く興味も何もない

んだけど。要するにＩＴは、インターネットを

通じて世界に広がるんだけど、その限界で、や

っぱり日本の人は東京で、やっぱり人脈という

のが世の中というのは結構強くてね、そういう

人脈というのは、おたくたちは今豊富にあるの

かな、どうかなと思って。事務所も東京にある

ようなんだけども。人脈というのが、そんなに

必要じゃないの。

河野参考人 場合によっては必要ですけど、場

合によっては必要ないと思っています。

私の持論なんですけれども、皆さんは今は働

くのは義務だと言っていると思うんですけども、

これからは働くことは権利になると私は思って

いまして、ＩＴ技術はそこには欠かせないもの

だと私は思っています。ただ、その世界が進む

と逆に、農業が栄えるんじゃないかなとも思っ

ているのは事実です。栄えるというか、大事に

なると思っています。何でかというと、人間が

やらなきゃいけないことがどんどんＩＴに置き

換わっていくと思うんですけれども、そうなる

と、最終的に人間として何をするべきなのかと

いうと、やっぱり食べることって大事じゃない

ですか。その取組は多分、いくらＩＴ、ＩｏＴ

が進んだとしても消えるものではないと思って

いるので、最終的にはもしかしたら私農業して

いるかもと考えたりします。

人脈が必要かどうかなんですけど、イーサリ

アムというコインがあると思うんですけども、

その財団の方が書かれていた記事があったんで

すが、要は、働き方が今までのコーポレート型

というところから分散型になっていくよという

ような記事を書かれていました。その中間がチ

ーム型と言われていて、コーポレート型は完全

なるピラミッド構造で作業が分散されていて、

この作業だけすればいいよみたいに細分化され

ているものですね。なので、日本の大部分がそ

のコーポレート型になるんじゃないかなと思い

ます。

チーム型というのは、イメージするのはグー

グルさんですね。技術者さんが集まってチーム

を組んでやっていく。イーサリアムの提唱をし

ているのが分散型といって、これいいんじゃな

いと思った人たちが勝手にやっていくというよ

うな世界が多分できてくるんじゃないかと言っ

ていて、いわゆる組織というものがなくなるん

じゃないかということを提唱されているんです

けれども、確かにそれを感じるなとは思います。

ただ、具体的にまだ言葉に落とせてはいないん

ですけれども、そうなってくると人脈というの

は必要なくなってくるなと思います。ただ、コ

ーポレート型に関しては人脈は必要だなと思い

ます。その人脈が、今現在あるかどうかでいう

と足りないと自覚があります。

江藤参考人 今の意見を聞いて、ジェネレーシ

ョンギャップを感じました。はっきり言ってう

ちもそういう意味では、典型的なコーポレート

型だと思うので。取引先という意味の人脈は必

要だと思います。それから、仕事仲間という人

脈については、逆にライバルですから、余り必

要としないですが、情報交換という意味ではあ

ると思います、必要だと思います。

鶴岡参考人 何を目的にするかでやっぱり全然

違うと思うんですけど、さっき言ったみたいに

組織化みたいなところで効率を良くしようとい

うところであれば必要だと思いますし、分散化

という流れはあるんですけど、今すぐそういう
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ものが達成できるかというわけでもないので、

資金のところとかを考えると、人脈がないとで

きない、集められないというのもあります。あ

と、技術者が技術のレベルアップをしようと思

ったときに１人じゃやっぱり限界があるので、

そういうところで師匠みたいな人がいた方がい

いのもありますし、僕は寂しがり屋なので、周

りに人がいた方が安心して生きていけます。

末宗委員 言いたかったことは、いろいろ事業

をやる中で友達関係で１杯飲むのもいいし、そ

して人間というのは飲んだときしか本音は出ら

んからそうなんだけど。

それと事業をやるときに、どうしても解決し

ない部分が必ずあるわね。その分を、自分でや

ろうと思ったら恐ろしい時間と労力と才能がい

るわけで、人を借りれば、それが極端に言えば

１週間もあれば片付く場合も出る。そういう意

味で人脈というのが、ＩＴだけでやりよって、

それで取引をやっても信用する人というのは余

りいないんじゃないかと僕は思うんだ。そうい

う面で、例えば大分県の関係の人が、やっぱり

そういうのを作っていかないと、なかなか日本

の東京の中で、最先端の中で、一番どんどんど

んどん伸びていく企業になりにくいんじゃない

かなと。理想はあっても挫折する場合が世の中

というのは多いからね。

桑原委員 おおいたクリエイティブアカデミー

についてお聞きしたいんですけれども、生徒さ

んは、多分１か所に、ある時間帯で集まるとい

うことだと思うんですけれども、これを例えば

遠隔教育、双方向の遠隔教育というのを考えて

いらっしゃらないのかということと、講師不足

というのもありましたけど、東京でそれを教え

られる人をまた双方向の遠隔教育でということ

は考えられないでしょうか。

河野参考人 そうですね、選択肢の一つとして

はありますが、現状は、ある予算の中でできる

ことをやっているというのが実情なので、手弁

当で私たちの会社の社員たちにちょっとだけお

給料を出してやってもらっているという状態で

すね。

遠隔も考えていますし、あとは小学生向けの

コースも考えたいと思っています。

桑原委員 例えば、実践的なやつというのは教

室とかでやった方がいいと思うんですけれども、

基本のところは動画で見たりとかしてるのでし

ょうか。

河野参考人 はい、今は現状そうです。

桑原委員 小学生にとおっしゃっていましたけ

ど、今一番難しいと思うのが、やっと小学生が

プログラミング教育というのが必須化になると

いうところで、これは今の教師自体は素人です

から教えられませんし、今はまだプログラミン

グという教科ができるわけじゃなくて、既存の

中でプログラミング的な感覚を教えていこうと

いうところなんだと思うんですけど、だんだん

これが本当にプログラミング教科とかできてき

たら、教師が絶対教えられないわけですね。そ

ういうときに、特別免許状制度といって、教員

の資格を持っていなくても教えられる人が教え

られるというのがあるので、そういうところに

教えられる人材を作っていただければ、このア

カデミーがなくなるぐらい、ある程度のレベル

が高い人材が１０年後には生まれるのかなと思

うので、力を入れていただければと思います。

河野参考人 そうですね、ありがとうございま

す。そういった意味でいうと、講師を育てると

いうことは私もやらなきゃいけないなと考えて

いるので、ぜひそういった講師になりたいとい

う人に、よかったら訪ねてきていただきたいと

思います。

羽野委員 ちょっといいですか、追加で。

第２期が２５名なんですが、その応募状況は

どうだったのでしょうか。

河野参考人 申し込んだ人の数に対して選考し

たかということですか。

羽野委員 いや、２５人がスペース的にもアッ

パーの受入れ状態なんですか。

河野参考人 いいえ、もう少しいけるとは思い

ますし、週２回なので、あと３倍は増やせると

いう計算です。

羽野委員 今通っている方が２５名ということ

ですか。

河野参考人 はい。



- 13 -

羽野委員 人数制限して募集したとかいうやり

方ではなく。

河野参考人 ではないです。広報費が限られて

いましたので、フェイスブックなどとチラシぐ

らいしか作れなかったんですが、それでも、高

確率で応募があったと思います。なので、もう

少し広報ができると、来たいという人は割とい

る可能性はあると思います。

羽野委員 近隣にお住まいの方ばかりですか。

河野参考人 一番遠いところが豊後大野ですか

ね。

式地参考人 別府の方とかは何名かいたような。

河野参考人 あれは豊後大野じゃないのかな。

式地参考人 今回はいない、別府。

河野参考人 じゃ、前回がその人たちでした。

麻生委員 アカデミーの話で、金池で今やって

いるでしょう。

河野参考人 はい。

麻生委員 それで、今小学生の話も出たんです

けど、例えば、竹町の少年少女の発明クラブ、

オーラボね、ああいったところはふだん使って

いないというか、知れているよね。だから、何

かうまくああいった場所でやるのも面白いなと。

ああいった所でやって、もっと見える化して、

アカデミーの方も行って、小学生も夏休みなん

か、平日は毎日でも行けるわけだから、そんな

使い方も面白いなとちょっと思いました。

河野参考人 そうですね。

戸高委員 今、人材育成の話もあったんですけ

ど、人材の確保なんですが、一昔前ですが、大

体、専門学校とかに入ったら、その時点で、こ

の人は将来使えるというのが教える人には分か

る、要するに、必ずうちの会社で使えるとかい

う、そこでもう既に囲い込みが始まっていたと

いう話が結構ありました。それは福岡の専門学

校の先生の話なんですが、資金力があるところ

が最初にそういう形で囲い込むと、人材確保す

るのも非常に難しいなというのはあると思うん

です。さきほど小学生からとかいう話も非常に

いいかなと思ったんですが、どの時点でそうい

った人材の芽を出すとか、自分たちでそういっ

た人材を確保していこうとかというそういう視

点というのは、主にどこに置いているのか。

河野参考人 多分なんですけど、やっぱり大手

さんが高い給料を出せるのは、それはそれでい

いことだと私は思っているので、それぞれの会

社にカラーがありますから、学生さんがお給料

がいいから、待遇がいいから、ここが好きだか

らと選べるのであれば、どこでもいいんじゃな

いかなと私は思っています。ザイナスさんに行

きたいという方だってもちろんいますし、この

モアモストを選んでくださるという方ももちろ

んいます。それは企業さんたちがそれぞれ努力

せざるを得ないんじゃないのかなと思っている

ので、育成までは正直、ちょっと若干愛情に近

いというか、この業界を好きになってほしいし、

頑張れば、正直すごく給料だって上がりますし、

そういった意味でいうと希望が持てると私は思

っているので、そこは学生さんが考えるところ

なんじゃないのかなとは思います。ヒントはも

ちろん私たちも出していけますけど、どうつか

むかは本人の問題なんじゃないのかなと、私は

思います。

江藤参考人 いわゆるＩＴ、ＳＥ、システムエ

ンジニアになれるかどうかというところだと思

うんですけれども、理系の頭というのは、７歳

とか８歳で多分決まってくるんじゃなかろうか

なと思うんです。ですから、若けりゃ若い方が

いいと思います、教育するのであれば。３歳と

か５歳とか、その辺からやっていただけると使

える人が増えていくとは思うんですけどね。

もう一つ、小学生のプログラミング教育が来

年から始まるんですかね。私が思っているのは、

近い将来、プログラマーとかいう仕事はなくな

ると思っていますので、そういう意味で、さき

ほど言った「０→１人材」を育てていけばいい

なと思っているんですよね。

戸高委員 それと、さきほどパソコンを全く、

タイピングもしたことないのにウエブデザイナ

ーになる話なんですけど、これは大体、どうい

うきっかけで入ろうという感覚になってきてい

るんですかね。

河野参考人 割とそう言う子は女性が多くて、

モアモストも女性がそう言ってくる子が多いん
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ですけれども、おおよそが、やっぱり家で最終

的にできるようになりたいだったり、妊娠、出

産というのを見据えた上で、そういった技術を

手にしておきたいという、プログラミングが目

的ではなく手段という子は割と多いんじゃない

のかなと思います。どっちが伸びるかだと、目

的になっている子の方がもちろん伸びますが、

手段に選んでいる子は、割と根気強くやる子が

多いので、どちらでも構わないかなと。

小嶋委員 変なことを聞きますけど、最近、働

き方改革で高度プロフェッショナルというよう

な働き方がありますよね。皆さん方の働き方が、

朝８時半から出てきて５時までとか６時までの

時間帯で働いているというイメージではないん

じゃないかなと思うんですけど、その働き方そ

のものは今どんな感じなんでしょうか。

江藤参考人 うちの会社は大体、朝９時に出て、

夜の７時にはもういないですね。会社にいるの

は１０時間ぐらい。

小嶋委員 長くて１０時間ぐらい。

江藤参考人 トラブルがあったり、納品前とか、

一時的に長いときはありますけれども、平均す

ると、７時ぐらいにはもういないです。

河野参考人 うちは、子どもがいるゾーンの人

たちは、朝８時から５時までが多いです。割と

メンバーは朝４時に起きて１時間走って、子ど

もを送って出社して、夕方５時には帰って、そ

こから子どもの時間なので、連絡が取れないぐ

らいになることが多いのと、あと、在宅勤務し

ている人は何時に働いているか正直あんまり分

かりません。仕事さえしていればいいという感

じにしているので、ホットタイムみたいなのも

余りないですし、ただ、仕事はしてくれている

ので、何もこちらも突っ込みません。なので、

労務管理上、記録はしているんですけれども、

管理という意味でいうとうちの会社はしていな

いです。

小嶋委員 そういう場合は出来高というか、出

来上がった成果物があれば、決まった給料を払

うというような格好にしているということなん

ですかね。

河野参考人 はい。

小嶋委員 分かりました。

毛利委員長 せっかくですから、課長一言。

安藤情報政策課長 皆さんの御意見、いろんな

ところで今後役立てていきたいなと思います。

金銭的なものとかいろんな部分でできること、

できないことはあると思いますけれども、相談

していただければ、前向きに考えていきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。

毛利委員長 今日は貴重な御意見、また、いろ

んなお話ありがとうございました。また我々も

頑張っていきますので、よろしくお願いします。

ありがとうございました。

〔参考人・執行部退室〕

毛利委員長 それでは、内部協議を行います。

次回の調査計画について説明します。

〔事務局説明〕

毛利委員長 ただいまの説明について、御質疑

等はございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

毛利委員長 それでは次回の調査については、

この案のとおりとします。詳細については委員

長に御一任ください。

次に、県外調査についてです。事務局に説明

させます。

〔事務局説明〕

毛利委員長 県外調査については、この内容で

実施したいと思いますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

毛利委員長 今後、訪問先や便の予約の事情等

によって行程の一部を変更せざるを得ないよう

な場合には、私に一任願います。

この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようでありますので、これをもって

本日の委員会を終わります。


